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新しい友達ができたよ新しい友達ができたよ
（志賀小学校の児童たち）（志賀小学校の児童たち）



　

総
合
武
道
館
の
柔
道
場
、

剣
道
場
、
ト
イ
レ
、
屋
根
な

ど
の
改
修
を
行
う
に
あ
た

り
、
南
建
設
㈱
と
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
の
ト
イ

レ
、
浴
槽
、
空
調
機
器
、
照

明
機
器
な
ど
の
改
修
を
行
う

に
あ
た
り
、
池
田
建
設
工
業

㈱
と
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
と

し
て
、
志
賀
小
学
校
に
１

台
、
富
来
小
学
校
と
富
来
中

学
校
併
用
で
１
台
を
購
入
す

る
に
あ
た
り
、
大
栄
商
事
㈱

と
１
４
０
８
万
円
で
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
あ
た
り
、
５
名
を
適

任
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。
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　６月定例会は、６月１日から１５日までの１５日間の会期で開かれ、町長か

ら提出された専決処分（議会の議決を経ずに町長が決定できる権限）の報

告案件１３件と議案９件のほか、人権擁護委員の諮問、請願、議会議案な

ど、合わせて３１件を審議し、請願１件を除き、それぞれ承認・可決・答申し、

閉会しました。

６ 月６ 月 定 例会定 例会

工
事
工
事
請
負
契
約

請
負
契
約

の
締
結

の
締
結

藤懸了世氏
（鹿頭）

徳山武志氏
（上棚）

穴田　實氏
（牛ヶ首）

直宮和江氏
（福浦港）

山崎豊治氏
（倉垣）

平成27年度各会計の補正後の予算額

一 般 会 計 １６７億　４３７万円

国 民 健 康 保 険 ３０億８２５１万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億　８７５万円

農業集落排水事業 ５億１５３４万円

公 共 下 水 道 事 業 １１億８９０９万円

地域し尿処理施設 ９８０２万円

簡 易 水 道 事 業 １５１５万円

介 護 保 険 ２６億４５４４万円

診 療 所 事 業 １億７３３８万円

ケーブルテレビ事業 ５億８６２７万円
※万円未満四捨五入

志賀町総合武道館志賀町総合武道館
改修工事　1億6,178万円改修工事　1億6,178万円

志賀町シルバーハウス志賀町シルバーハウス
大規模改修工事　7,452万円大規模改修工事　7,452万円

ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
購
入

人
権
擁
護
委
員

の
諮
問



平成 27 年度一般会計補正予算

「消費税の再増税を中止し、 生活費
非課税・応能負担の税制を求める」
意見書の採択を求める請願
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冨澤軒康委員長南　政夫副委員長戸坂忠寸計委員林　一夫委員南　正紀委員稲岡健太郎委員

　

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

（前
文
略
）

　

子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
・
主
体
的
な
取
り
組
み
を
引

き
出
す
教
育
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

条
件
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

２
０
１
７
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
下
記
事

項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

１　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
、
計
画

　
　

的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

　
　

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割

　
　

合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

請
願
１
件
を
採
択

　
　

議
会
か
ら
国
へ
意
見
書
を
提
出

国
の
教
育
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

紹
介
議
員
：
堂
下
健
一　
　

結
果
＝
採
択

「
消
費
税
の
再
増
税
を
中
止
し
、
生
活
費
非
課
税
・
応
能

負
担
の
税
制
を
求
め
る
」
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

　
　

紹
介
議
員
：
中
谷
松
助　
　

結
果
＝
不
採
択

　

戸
坂
忠
寸
計
議
会
運
営
委

員
会
委
員
長
か
ら
「
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
設
置
の

決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
を
柱
と
す

る
議
会
改
革
の
流
れ
は
、
今

や
全
国
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
石
川
県
内
の
８
町

議
会
で
、
議
会
改
革
に
関
す

る
特
別
委
員
会
を
有
し
て
い

な
い
町
は
、
本
町
を
含
め
２

町
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
本

町
議
会
の
対
応
の
遅
さ
が
顕

著
に
現
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

そ
こ
で
、
議
会
運
営
委
員

会
で
は
、
昨
年
か
ら
議
会
改

革
の
勉
強
会
を
行
い
、
改
革

の
本
旨
を
理
解
し
な
が
ら
、

そ
の
必
要
性
を
認
識
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
調
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会
を
設
置

設
置
の
趣
旨

設
置
の
趣
旨

こ
れ
に
反
対
！　

中
谷
松
助
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個
人
情
報
漏
え

い
の
危
険
性
が
あ
り
、
こ
の
内
容
を
含
む

本
議
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

こ
れ
に
賛
成
！　

冨
澤
軒
康
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
公
正
で
効
率
的
な
社

会
保
障
と
税
番
号
制
度
を
実
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

こ
れ
に
反
対
！　

林　

一
夫
議
員

　

我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
と
税
の
一
体

改
革
実
現
の
た
め
に
は
、
安
定
財
源
の
確

保
は
必
須
で
あ
り
、
将
来
設
計
に
基
づ
か

な
い
本
請
願
に
は
反
対
で
あ
る
。

こ
れ
に
賛
成
！　

中
谷
松
助
議
員

　

消
費
税
は
福
祉
の
た
め
と
言
い
な
が

ら
、
ほ
ぼ
大
企
業
の
法
人
税
減
税
の
穴
埋

め
に
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
本

請
願
に
賛
成
す
る
。

  

討討  

論論



質
疑　

今
回
の
参
議
院
選
挙

か
ら
、
満
18
年
以
上
の
人
が

選
挙
に
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、こ
れ
を
受
け
て
、

町
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

答
弁　

今
回
の
選
挙
で
は
、

18
歳
が
１
７
１
人
、
そ
の
う

ち
高
校
生
が
48
人
、
19
歳
が

１
６
８
人
、
全
部
で
３
３
９

人
が
該
当
す
る
。

　

現
在
、
志
賀
高
校
内
に
期

日
前
投
票
所
を
設
け
る
た
め
、

高
校
側
と
調
整
中
で
あ
る
。

質
疑　

公
職
選
挙
法
の
改
正

に
よ
り
、
投
票
日
に
駅
や
商

業
施
設
な
ど
利
便
性
の
高
い

場
所
で
投
票
で
き
る
「
共
通

投
票
所
」
を
自
治
体
が
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

回
の
参
議
院
選
挙
で
、
設
置

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
弁　

二
重
投
票
の
リ
ス
ク

や
、
人
員
配
置
等
の
問
題
か

ら
、
今
回
の
選
挙
で
設
置
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
疑　

子
ど
も
た
ち
に
行
っ

て
い
る
学
力
テ
ス
ト
は
、
点

数
競
争
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

学
力
テ
ス
ト
の
目
的

は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の

分
野
で
ど
れ
だ
け
の
学
力
が

あ
る
の
か
を
把
握
・
分
析
し
、

今
後
の
教
育
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立

て
る
も
の
で
あ
り
、
他
と
比
較

す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

質
疑　

志
賀
町
陸
上
競
技
場

は
、
公
認
記
録
の
と
れ
る
施

設
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

陸
上
競
技
場
の
公

認
期
間
は
29
年
７
月
ま
で
だ

が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
全
面
張
り

替
え
な
ど
、
多
額
の
工
事
費

が
か
か
る
の
で
、
更
新
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
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共通投票所を
設置する考えはないのか

学力テストは
点数の競争ではない

本
年
４
月
に
開
校
し
た

志
賀
小
学
校
を
視
察

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

志賀高校に設置された期日前投票所

温かみのある掲示コーナー

委　員　長　田中　正文
副委員長　南　　正紀

委　　員　中谷　松助
　　〃　　　稲岡健太郎
　　〃　　　寺井　　強
　　〃　　　須磨　隆正
　　〃　　　林　　一夫
　　〃　　　戸坂忠寸計

委　員　長　久木　拓栄
副委員長　福田　晃悦

委　　員　堂下　健一
　　〃　　　南　　政夫
　　〃　　　下池外巳造
　　〃　　　越後　敏明
　　〃　　　冨澤　軒康
　　〃　　　櫻井　俊一



質
疑　

み
ら
い
と
う
ぶ
の
販

売
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

32
区
画
造
成
し
て

17
区
画
が
契
約
済
で
、
６
月

１
日
時
点
で
３
件
の
申
し
込

み
が
あ
る
。
そ
の
他
、
問
い

合
わ
せ
が
２
件
あ
り
、
合
計

で
22
件
の
販
売
が
見
込
ま
れ

る
。

　

な
お
、
契
約
済
み
の
17
区

画
の
う
ち
町
外
者
は
６
件
で
、

３
件
の
申
し
込
み
の
う
ち
町

外
者
は
２
件
で
あ
る
。

質
疑　

本
町
が
取
り
組
む
、

地
方
創
生
事
業
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

答
弁　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

と
連
携
し
て
行
う
官
民
協

働
に
よ
る
事
業
、
県
が
主
体

で
行
う
事
業
、
世
界
農
業
遺

産
を
活
用
し
た
事
業
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
観

光
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
、
お

土
産
品
等
の
開
発
な
ど
地
域

資
源
を
活
か
し
た
事
業
で
あ

る
。

北
電
あ
い
さ
つ　

現
在
、
国

の
機
関
で
あ
る
原
子
力
規
制

委
員
会
に
お
い
て
、
志
賀
原

子
力
発
電
所
の
運
転
等
の
可

否
を
判
断
す
る
審
査
会
合
が

開
か
れ
て
い
る
。

　

我
々
と
し
て
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
動
す
る
断
層
等

で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
て
は
、
わ
か
り
や
す
い
資

料
と
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

質
疑　

有
識
者
会
合
の
評
価

書
に
は
、
よ
り
正
確
・
確
実

な
評
価
に
す
る
た
め
に
は

デ
ー
タ
等
の
拡
充
が
必
要
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
、
す
べ
て
対
応
で
き

る
の
か
。

北
電
答
弁　

す
べ
て
対
応
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

追
加
調
査
を
行
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
整

理
し
、
さ
ら
に
足
り
な
い

デ
ー
タ
を
そ
ろ
え
て
、
審
査

会
合
で
は
的
確
に
説
明
し
て

い
き
た
い
。

質
疑　

現
在
、
日
本
列
島
は

地
震
の
活
動
期
で
あ
り
、
原

発
は
危
険
で
あ
る
。
我
々
と

電
力
側
と
力
を
合
わ
せ
て
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

北
電
答
弁　

将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
一
緒
に
考
え
た
い
。

理
解
さ
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
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地
方
創
生
の
事
業
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

予算決算常任委員会

分譲が進む   “ みらいとうぶ ”

増設された緊急時対策所を視察

委　員　長　南　　政夫
副委員長　稲岡健太郎
委　　員　中谷　松助
　　〃　　　福田　晃悦
　　〃　　　南　　正紀
　　〃　　　寺井　　強
　　〃　　　堂下　健一
　　〃　　　下池外巳造

委　　員　須磨　隆正
　　〃　　　田中　正文
　　〃　　　冨澤　軒康
　　〃　　　櫻井　俊一
　　〃　　　林　　一夫
　　〃　　　戸坂忠寸計
　　〃　　　久木　拓栄

原子力発電所対策特別委員会

志賀原子力発電所を視察志賀原子力発電所を視察



福
田　

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し
て
い
な
い

自
治
体
が
、全
国
の
63
．５
％

に
上
っ
て
お
り
、
県
内
で
策

定
し
て
い
る
の
は
、金
沢
市
、

小
松
市
、
野
々
市
市
の
み
で

あ
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
災
害
時
に

優
先
す
べ
き
業
務
や
業
務
を

継
続
す
る
た
め
の
手
段
な
ど

を
定
め
た
計
画
で
あ
る
。
迅

速
な
救
助
活
動
や
復
旧
を
進

め
る
に
は
不
可
欠
と
さ
れ
て

お
り
、
熊
本
地
震
か
ら
、
ま

た
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

非
常
時
の
リ
ス
ク
軽
減
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も

策
定
は
急
務
と
考
え
る
。

町
長　

本
町
で
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
は
、
町
長
不
在
時
の
代

行
順
位
、
職
員
の
参
集
体
制
、

代
替
庁
舎
の
特
定
、
電
気・水・　

食
料
等
の
確
保
、
多
様
な
通
信

手
段
の
確
保
、
行
政
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
非
常
時
優
先

業
務
の
整
理
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
来
年
３
月
ま

で
に
策
定
し
た
い
。

福
田　

交
流
人
口
拡
大
を
目

指
す
志
賀
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
置

に
あ
た
っ
て
、本
町
は
、目
指

す
べ
き
方
向
性
や
獲
得
し
て

い
く
顧
客
層
を
し
っ
か
り
と

絞
り
込
ん
だ
上
で
、多
様
な
観

光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

住
民
自
ら
が
、
旅
行

商
品
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

特
産
品
の
販
売
な
ど
を
考

え
、
様
々
な
事
業
を
運
営
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

福
田　

志
賀
原
発
の
適
合
性

審
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
北

陸
電
力
と
十
分
な
議
論
を
行

い
な
が
ら
科
学
的
・
総
合
的

な
審
査
を
進
め
、
よ
り
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
な
観
点
か
ら
判
断
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

適
合
性
審
査
で
は
、

幅
広
い
見
地
か
ら
改
め
て
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
厳
格

な
審
査
が
行
わ
れ
、
総
合
的

に
判
断
が
な
さ
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

ＤＭＯ (Destination Management/Marketing Organization)
※官民が一緒になって、マーケティングやマネジメント等を行うことにより
観光地域づくりを担う法人

地域一体の魅力的な観光地域づくり
戦略に基づく一元的な情報発信･プロモーション

観光客の呼び込み

観光による地方創生
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町政を問う！町政を問う！一般質問一般質問 ５氏が登壇５氏が登壇

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
力
せ
よ

住
民
の
協
力
が
必
要　
町
長

福田　晃悦　議員

業務継続計画の早急な策定を
来年３月までに策定　町長



南
正　

現
在
の
消
防
団
員
は
、

約
７
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
出

動
が
で
き
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

　

総
務
省
は
、
消
防
団
活
動

に
参
加
し
に
く
い
住
民
層
に

対
し
て
、
個
々
の
事
情
に
配

慮
し
、
特
定
の
活
動
の
み
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
機

能
別
消
防
団
員
制
度
を
新
た

な
施
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
。

　

団
員
の
確
保
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
機
能
別

消
防
団
員
制
度
の
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

町
長　

機
能
別
消
防
団
員

は
、
通
常
の
消
防
団
員
と
は

異
な
り
、
特
定
の
活
動
、
役

割
に
の
み
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
あ
る
。

　

昨
今
の
消
防
団
員
の
不
足

や
団
員
の
遠
隔
地
で
の
勤
務

等
に
よ
る
地
域
消
防
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

機
能
別
消
防
団
員
制
度
は
、

有
効
な
手
立
て
で
あ
り
、
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

南
正　

高
齢
化
が
進
行
す

る
本
町
に
お
い
て
、
地
域
医

療
を
担
う
富
来
病
院
の
重
要

性
が
高
ま
る
こ
と
は
必
定
で

あ
る
。

　

今
後
、
富
来
病
院
が
、
安

定
的
に
地
域
に
医
療
を
提
供

し
続
け
る
た
め
に
は
、
医
師

の
確
保
、
経
営
安
定
化
な
ど

抜
本
的
な
改
革
が
必
要
に
な

る
が
、
そ
の
施
策
は
。

　

ま
た
、
待
ち
時
間
が
長
く

て
苦
痛
を
感
じ
る
と
の
声
が

聞
か
れ
る
が
、
な
ぜ
長
き
に

わ
た
り
改
善
が
見
ら
れ
な
い

の
か
。

町
長　

不
採
算
の
診
療
科
を

見
直
す
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医

療
構
想
に
基
づ
き
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

　

待
ち
時
間
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
解
消
で
き

て
い
な
い
が
、
そ
の
主
た
る

要
因
は
、医
師
不
足
で
あ
る
。

大
学
病
院
等
に
、
さ
ら
な
る

医
師
の
派
遣
を
要
望
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

南
正　

同
じ
志
賀
町
に
あ
り

な
が
ら
、
志
賀
小
学
校
と
富

来
小
学
校
の
環
境
の
差
が
気

に
な
る
。

教
育
長　

授
業
の
展
開
方
法

や
学
校
行
事
等
の
運
営
は
、

基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

　

施
設
に
新
旧
の
違
い
は
あ

る
が
、
学
校
図
書
館
司
書
の

配
置
、
電
子
黒
板
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
整
備
な
ど
、
同

じ
教
育
条
件
の
整
備
に
努
め

て
い
る
。

議会だより　しか　№44
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富来病院の待合室

町政を問う！町政を問う！一般質問一般質問

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
導
入
を

導
入
を
検
討
し
た
い　
町
長

富来病院には抜本的改革が必要
サービスの向上を図りたい　町長

地域を支える消防団

南　　正紀　議員



堂
下　

町
長
は
、
今
回
の
熊

本
地
震
の
教
訓
を
、
本
町
の

地
域
防
災
計
画
に
反
映
し
た

い
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

①
避
難
道
路
や
避
難
場
所
に

つ
い
て
の
見
直
し
は
考
え
て

い
る
の
か
。

②
職
員
の
避
難
所
で
の
対
応

は
ど
う
か
。

③
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計

画
は
策
定
し
て
い
る
の
か
。

④
弱
者
の
視
点
か
ら
の
避
難

所
の
緊
急
時
の
受
け
入
れ
態

勢
は
で
き
て
い
る
の
か
。

⑤
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
や
支

援
物
資
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

⑥
児
童
館
や
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ス
な
ど
を
、
子
育
て
家
庭
と

高
齢
者
が
棲
み
分
け
で
き
る

よ
う
な
避
難
所
と
し
て
活
用

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

⑦
災
害
時
に
は
地
域
の
力
が

必
要
不
可
欠
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
協
力
を
お
願
い
す
る
の

か
を
事
前
に
協
議
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

①
災
害
の
種
類
や

規
模
に
よ
り
特
定
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

②
地
域
に
精
通
し
た
職
員
を

配
置
し
、
対
応
し
た
い
。

③
本
町
で
は
、
平
成
20
年
３

月
に
策
定
し
て
い
る
。

④
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名

簿
と
個
別
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
国
・
県
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
対

応
し
て
い
く
。

⑤
国
の
対
策
状
況
を
見
極
め

て
、
地
域
防
災
計
画
等
に
反

映
し
た
い
。

⑥
避
難
者
が
地
域
の
避
難
所

を
出
て
、
別
の
避
難
所
を
利

用
す
る
と
、
情
報
の
混
乱
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
難

し
い
。

⑦
職
員
の
み
で
対
応
で
き
な

い
場
合
は
、
地
域
住
民
が
避

難
所
の
運
営
を
担
う
こ
と
も

想
定
し
て
お
り
、
地
域
防
災

計
画
に
、
地
域
の
役
割
分
担

が
示
さ
れ
て
い
る
。

堂
下　

福
島
原
発
事
故
か

ら
５
年
３
か
月
が
経
過
し
た

が
、
政
府
の
原
子
力
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
い
な

い
福
島
の
現
状
を
鑑
み
て
、

町
長
の
感
想
は
。

　

ま
た
、
志
賀
原
発
は
、
評

価
書
の
結
論
に
沿
い
、
廃
炉

の
判
断
を
す
る
こ
と
が
賢
明

な
選
択
で
は
な
い
か
。

町
長　

福
島
原
発
の
現
状
を

考
え
る
と
、
改
め
て
町
長
と
し

て
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

志
賀
原
発
に
つ
い
て
は
、

適
合
性
審
査
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

議会だより　しか　№44
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堂下　健一　議員

熊本地震の教訓は
地域防災計画に反映したい　町長

福島の現状から感じることは
責任の重さを痛感　町長

断層を巡り議論される志賀原発

町政を問う！町政を問う！一般質問一般質問



中
谷　

原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
志
賀
原
発
１
号
機
原
子

炉
直
下
を
通
る
断
層
を
、
活

断
層
と
解
釈
す
る
の
が
合
理

的
、
２
号
機
の
重
要
施
設
の

下
を
通
る
断
層
を
、
活
断
層

の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
有
識
者
チ
ー
ム
の
評
価
書

を
重
要
な
知
見
と
し
て
受
理

し
た
。

　

現
在
、
１
号
機
建
屋
内
に

は
６
９
２
体
の
使
用
済
み
核

燃
料
が
あ
り
、
２
号
機
に
は

８
７
２
体
の
核
燃
料
が
原
子

炉
に
装
荷
さ
れ
て
い
て
、
原

発
が
活
断
層
の
上
に
建
つ
不

安
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

同
原
発
の
直
下
を
走
る
断

層
が
、
地
震
を
起
こ
す
お
そ

れ
の
あ
る
活
断
層
と
認
定
さ

れ
た
以
上
、
１
号
機
、
２
号

機
の
廃
炉
を
北
陸
電
力
に
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
（
緊

急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予

測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）

は
、
町
民
の
避
難
ル
ー
ト
を

選
定
す
る
際
、
重
要
な
情
報

源
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
本

町
で
の
活
用
を
求
め
る
。

町
長　

適
合
性
審
査
の
場
で
、

追
加
デ
ー
タ
等
を
含
め
て
、
改

め
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

厳
格
な
審
査
が
行
わ
れ
る
と

思
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
町
独
自
で
の
判
断

は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

国
、
県
及
び
関
係
市
町
村
の
動

向
を
見
極
め
て
判
断
し
た
い
。

中
谷　

事
故
や
災
害
時
の
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
旧
保
育

所
や
旧
小
学
校
の
体
育
館
な

ど
の
ト
イ
レ
が
、
子
ど
も
用

と
な
っ
て
い
て
、
数
も
足
り

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

避
難
や
各
種
行
事
等
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
大
人
用
ト

イ
レ
の
増
設
を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

簡
易
ト
イ

レ
の
備
蓄
の
拡
充
を
図
る
ほ

か
、レ
ン
タ
ル
事
業
者
と
は
、

仮
設
ト
イ
レ
を
優
先
的
に
提

供
し
て
も
ら
う
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
た
。

　

ま
た
、
旧
小
学
校
で
校
舎

棟
を
取
り
壊
す
と
こ
ろ
は
、

体
育
館
の
ト
イ
レ
を
整
備
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷　

危
険
空
き
家
の
解
体

費
用
の
一
部
助
成
を
。
ま
た
、

県
道
・
町
道
に
つ
い
て
は
、

年
２
回
の
除
草
を
求
め
る
。

ま
ち
整
備
課
長　

解
体
費
用

の
一
部
助
成
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
除
草
に

つ
い
て
は
、
状
況
を
見
な
が

ら
適
宜
に
行
っ
て
い
く
。

中
谷　

い
こ
い
の
村
の
カ
キ

ツ
バ
タ
園
を
存
続
せ
よ
。

商
工
観
光
課
長　

い
こ
い
の

村
能
登
半
島
で
は
、
本
施
設

を
現
状
の
ま
ま
存
続
す
る
ら

し
い
。

中
谷　

国
保
税
の
滞
納
に
よ

る
１
か
月
の
短
期
保
険
証
を

３
か
月
に
引
き
上
げ
よ
。
ま

た
、
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口

無
料
化
を
せ
よ
。

住
民
課
長　

ど
ち
ら
も
見
直

す
考
え
は
な
い
。

議会だより　しか　№44
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中谷　松助　議員

志
賀
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る

審
査
の
動
向
を
注
視
し
た
い　
町
長

避難所に大人用トイレを
簡易トイレ等で対応　環境安全課長

旧保育園の子ども用トイレ

町政を問う！町政を問う！一般質問一般質問



稲
岡　

町
内
で
運
行
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
そ

の
利
便
性
の
悪
さ
か
ら
利
用

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る

検
討
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

電
話
予
約
、
あ
る
い
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
に
よ

り
、
利
用
者
の
要
求
に
応
じ

て
、
柔
軟
な
運
行
を
行
う
デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
が
あ
る
。

　

国
内
外
に
は
、
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
て
、
成
功
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
の
で
、

他
の
先
進
事
例
を
参
考
に
導

入
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
27
年

度
の
利
用
者
は
、
約
７
万
人

で
あ
り
、
運
行
を
開
始
し
た

20
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約

３
万
８
千
人
減
少
し
て
お
り
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
。
全
国
的
な
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
十
分
議
論
し

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

稲
岡　

障
害
者
差
別
解
消
法

に
基
づ
き
、
行
政
機
関
に
は
、

職
員
が
障
が
い
者
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
、
対
応
要
領
を

作
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。本
町
で
の
策
定
状
況
と
啓

発
活
動
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

今
後
、
対
応

要
領
を
作
成
し
、
職
員
研
修

等
を
通
し
て
周
知
徹
底
を
図

る
。

　

ま
た
、
地
域
協
議
会
を
設
立

し
、
障
が
い
者
に
対
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
や
住
民
の
意

識
改
革
の
啓
発
を
図
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　

先
般
、
町
内
の
各
家

に
、
印
刷
物
が
頒
布
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
小
泉
町
長

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ッ
ド

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業

し
た
と
す
る
成
績
証
明
書
が

偽
造
で
あ
る
と
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
地
方
裁
判
所
で
判

決
が
下
さ
れ
た
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
町

民
が
納
得
す
る
よ
う
な
説
明

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

ビ
ラ
の
内
容
は
、ま
っ

た
く
の
嘘
と
で
た
ら
め
で
あ

り
、
名
誉
棄
損
以
外
の
何
物

で
も
な
い
。
も
う
す
で
に
日

本
の
司
法
の
場
で
結
論
が
出

て
い
る
。
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町政を問う！町政を問う！一般質問一般質問

稲岡健太郎　議員

デマンド交通の導入を
十分議論し検討する  企画財政課長

見直しが検討されるコミュニティバス

障
が
い
者
の
差
別
解
消
を

対
応
要
領
を
作
る 

健
康
福
祉
課
長
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⑨議員定数
　議員定数は、地方自治法により「市町村の議会の議員の定数は、条例で定める。」と
定義され、本町では、「志賀町議会議員の定数を定める条例」で16人としています。
　議員定数を考えるにあたっては、①会議体としての議会の能率的な運営、②多数の住
民が推す優れた人材の選出、③地方公共団体の組織全体との均衡、④議会の権能を発揮
できる組織体（議事・立法・監視機関としての権能）を考慮し、定数の基準は、人口比
例方式、校区方式、議会費固定化方式、常任委員会数方式、類似町との比較方式などが
あり、町の実態に応じて定めます。

⑩通年制
　平成25年の法改正により、通年議会が可能となりました。通年制を採用する場合は、
町の条例で規定し、その上で町長が年に一度だけ議会の招集手続きを行えば、年間を通
して議会が開かれていることになり、常時、議会の本会議や委員会などを開くことがで
き、迅速な議会対応が可能となります。県内にも普及しつつあります。

⑪タブレット端末によるペーパーレス化
　タブレット端末は画面を直接触って操作する、平板型の携帯できる情報機器のことを
いいます。通信機能を備えており、資料等の閲覧やインターネットを利用した調査など、
幅広い活用が期待されます。議会で導入した場合には、議案や会議資料のすべてをこの
機器から通信により各データを取り出して閲覧することになりますので、紙類の使用は
原則廃止されます。また、電子メールでの通知や連絡を行うことができ、郵送料の削減
になります。県内では、内灘町がすでに導入しています。

⑫議会基本条例
　地方分権時代を迎えて、議会は自治体事務の立案、決定、執行、評価における論点、
争点を広く町民に明らかにする責務を有することから、議会の基本理念や原則を定め
た「議会基本条例」を制定し、議会の権利能力に応じた積極的な議会運営を目指します。
積極的な情報公開や住民参加、議員間での自由な討議、住民報告会、一問一答方式によ
る質問などが挙げられます。

議会運営委員会議会運営委員会

内部研修について
　前々号から掲載をはじめました議会運営委員会の「議会改革内部研修」の各項目について、
今回はその３として、項目⑨～⑫を報告します。

議会改革内部研修議会改革内部研修   その3



◆
発
足
の
経
緯
は

　

昭
和
62
、
63
年
生
ま
れ
の

志
賀
中
学
校
の
卒
業
生
を
中

心
に
「
も
う
一
度
野
球
で
青

春
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
集
結

し
、
た
だ
楽
し
く
野
球
を
や

り
た
い
！
や
る
な
ら
自
分
た

ち
で
最
強
チ
ー
ム
を
つ
く
ろ

う
！
と
結
成
し
ま
し
た
。

◆
チ
ー
ム
名
の
意
味
は

　

Ｎ
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｙ
の
和
訳

は
、
わ
ん
ぱ
く
で
あ
り
、「
や

ん
ち
ゃ
坊
主
だ
っ
た
子
ど
も

の
頃
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で

も
野
球
を
楽
し
む
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
会
員
の
構
成
は

　

総
勢
23
名
、
20
代
の
メ
ン

バ
ー
が
大
半
で
、
志
賀
町
出

身
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
外

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
野
球
未
経
験

者
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

◆
普
段
の
活
動
は

　

能
登
中
核
工
業
団
地
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
志
賀
町
野
球
場

で
週
１
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、各
種
大
会
に
参
加
し
、

楽
し
く
勝
つ
！
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
上
位
を
目
指
し
て
試
合

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
成
績

　

結
成
か
ら
６
年
が
経
ち
ま

し
た
。
地
区
大
会
の
優
勝
経

験
、
県
大
会
出
場
経
験
等
は

少
な
い
で
す
が
、
楽
し
く
笑

い
が
あ
り
、
で
も
時
に
は
厳

し
く
と
い
っ
た
よ
う
な
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
チ
ー
ム
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
き
た
結
果
、
今
年
の
５
月

に
行
わ
れ
た
北
國
新
聞
社
旗

支
部
予
選
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆
今
後
の
計
画
や
目
標
は

　

様
々
な
大
会
に
参
加
し
、

上
位
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。
ま
た
、
野
球
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
北
國

新
聞
社
優
勝
旗
争
奪
石
川
県

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
、

羽
咋
北
支
部
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
強
豪
揃
い
の
大

会
で
す
が
、
優
勝
目
指
し
て

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
挑
み

ま
す
。

◆
最
後
に
一
言

　
「
も
う
一
度
野
球
で
青
春

を
！
」
と
思
う
あ
な
た
。
一

緒
に
野
球
し
ま
せ
ん
か
？
興

味
の
あ
る
方
は
、
一
度
練
習

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
大
歓
迎
で
す
。
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
野
球
女
子
は
、

ぜ
ひ
Ｎ
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｙ
へ
！

発
行
責
任
者

議　

長　
　

越
後　

敏
明

議
会
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特
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委
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委 
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稲
岡
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政
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軒
康
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AUGHTYAUGHTY
　楽しく勝つ！をモットーに
練習に励むＮＡＵＧＨＴＹの
皆さんを訪ね、お話を聞きま
した。

会長 岡田　卓也さん

 シリーズ グループ紹介㉓
次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
！

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
！

野球を好きな気持ちは誰にも負けません


